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⼟⽊学会（本部）の活動状況

JSCE2020プロジェクト
インフラメンテナンス総合委員会

JSCE 2020 プロジェクト
【プロジェクト１】
⼟⽊を軸に国難災害に⽴ち向かう
－複合・巨⼤災害の全体像の解明と横断的対応体制の提案－
リーダー︓⽬⿊ 公郎（東京⼤学）

【プロジェクト２】
メンテナンスの担い⼿を育て、インフラを守る
－インフラメンテナンスの確実な実施のための教材・⼈材開
発と⾃治体⽀援を視野に⼊れた枠組み構築－
リーダー︓久⽥ 真（東北⼤学）

【プロジェクト３】
⼟⽊映像の蓄積と活⽤
－映像クリエーターになって世界に伝えよう－
リーダー︓⼩松 淳（⽇本⼯営）

【プロジェクト４】
⼟⽊D&I 2.0 にむけた活動の場とツールをつくる
リーダー︓佐々⽊ 葉（早稲⽥⼤学） 4
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プロジェクトの実施内容

メンテナンスの担い⼿を育て、インフラを守る

１．メンテナンスに関する教材開発・ライブラリー化
２．⽀部や地域⼤学、住⺠を活⽤した⾃治体⽀援
３．メンテナンスを通じた「未来のインフラ」のあり⽅の提⾔
４．メンテナンスのあり⽅を問うシンポジウムの定期開催

１．メンテナンスに関する教材開発・ライブラリー化
２．⽀部や地域⼤学、住⺠を活⽤した⾃治体⽀援
３．メンテナンスを通じた「未来のインフラ」のあり⽅の提⾔
４．メンテナンスのあり⽅を問うシンポジウムの定期開催

【プロジェクトチーム】
久⽥ 真 （プロジェクトリーダー、インフラメンテナンス総合委員会副委員⻑）
岩波 光保 （インフラメンテナンス総合委員会幹事⻑）
中村 光 （同委員会健康診断⼩委員会委員⻑）
若原 敏裕 （同委員会新技術適⽤推進⼩委員会幹事⻑）
塚⽥ 幸広 （インフラメンテナンス総合委員会委員）
和泉 繁 （WG1（JMOOC）主査）
岩城 ⼀郎 （WG2（住⺠協働）主査）
粟本 太朗 （WG3（出前講座）主査）

インフラメンテナンス総合委員会

5

インフラメンテナンス総合委員会

幹事会

アクティビティ
部会

知の体系化⼩委員会

健康診断⼩委員会

新技術適⽤推進⼩委員会

他
の
調
査
研
究
委
員
会

インフラメンテナンス国⺠会議 等
関連各機関

連
携
︵
内
部
︶

連携（外部）

インフラメンテナンス
総合委員会

総合委員会の機能
① 総括機能、② 基本問題の検討と提⾔、③ 市⺠協働／啓発・発信活動

インフラメンテナンス
表彰⼩委員会

インフラメンテナンス
実践研究論⽂集編集⼩委員会

6
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インフラメンテナンス総合委員会
アクティビティ部会

左上図：インフラメンテナンス総合委員会HP作成，左下図：地⽅
インフラを対象としたメンテナンス講座の開催（全4回），右上
図：メンテナンス講座ステージ・プログラムの導⼊と修了証書の
発⾏，右下図：インフラメンテナンスシンポジウムの企画・運営

7

インフラメンテナンス総合委員会

8

「知の体系化⼩委員会」

今後の活動
 オンライン講座に対するアンケート
の実施

 特選講義のライブラリー化
 講座を維持していく体制の構築

ＷＧ１ 教材開発⽀援分科会
⽬的：⾮⼟⽊系の⾃治体職員向けのメ

ンテナンス教材の開発
 JMOOCを⽤いて無料公開する「〝は
じめて”のインフラメンテナンス講
座」を作成（2講座，各3単元15節）

 前編：2022年5⽉に開講
後編：2022年6⽉に開講
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インフラメンテナンス総合委員会
健康診断⼩委員会

2020年6⽉ インフラ健康診断出版

ウェビナーや学会誌等を⽤いた広報活動

英語版の作成（我が国のインフラの現状とメインテナンス
技術の紹介）

電⼒部⾨の新設（2021年〜2022年に試⾏版を公開予定）

市町村レベルでの道路橋の
健康度の⽐較
→HPを⽤いた国⺠向けの
情報発信

（2021年秋公開予定） 9

インフラメンテナンス総合委員会

10

第1回 インフラメンテナンスシンポジウム

第2回 インフラメンテナンスシンポジウム（2023.2.27-28開催予定）
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インフラメンテナンス総合委員会

11

インフラメンテナンス分野の表彰制度 創設

項⽬ 応募数 表彰数 受賞者
プロジェクト賞 37 15 地域発の「道守養成ユニットの会」の活動ほか
チャレンジ賞 33 10 ウシワカ〜鉄⼈たちの橋の再⽣物語〜ほか
エキスパート賞 18 4 植野芳彦⽒，松永昭吾⽒，塚⽥啓⼆⽒，⽊下義昭⽒
マイスター賞 13 3 阿部允⽒，⽻⼦岡爾朗⽒，出⼝正義⽒
特別賞 − 2 震災資料保管庫，ショーボンド建設補修⼯学研究所
⼩計 101 34

優秀論⽂賞 77 6 港湾構造物の⽬視調査への⽔中ドローンの活⽤に関する検討ほか

道守養成ユニットの会

鉄⼈たちの橋の再⽣物語R3年度の実績

インフラメンテナンス総合委員会

12

項⽬ 投稿数 掲載数
Ａ．担い⼿と

体制
組織、市⺠参加（協働）、⼈材育成・教育、普及・啓発、
倫理、など 11 9

Ｂ．技術とプ
ロジェクト

技術開発、実験・試⾏、適⽤・導⼊、設計、リニューア
ル・更新、異分野協働、など 46 40

Ｃ．マネジメ
ント

メンテナンスシステム、ビジネスモデル、政策・法制度、
計画、経済効果、調達・契約⽅式、合
意形成、減災・防災、BCP、アセットマネジメント、環
境、国際展開など

20 18

計 77 67

R4年度の計画
 2022.6 投稿募集・受付開始
 2022.9 投稿〆切
 2023.2 第2回インフラメンテナンスシンポジ

ウムにて発表

R3年度の実績

インフラメンテナンス実践研究論⽂集 創設
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⼟⽊学会声明（2021年6⽉8⽇）と
全国⼤会2021 研究討論会

インフラメンテナンスに関する⼟⽊学会声明2021
今、そして未来に⽋かせないインフラメンテナンス、

直⾯する困難を乗り越えるための処⽅箋

2021年6⽉8⽇

公益社団法⼈⼟⽊学会
インフラメンテナンス総合委員会

14
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⼟⽊学会声明2021

インフラメンテナンスの変⾰のための７つの基本的考え⽅

１）インフラメンテナンスに対する国⺠の理解を

２）インフラメンテナンスを推進する体制の整備を

３）インフラメンテナンスを推進する制度の整備を

４）インフラメンテナンスの着実な産業化を

５）インフラメンテナンスを通じた戦略的な新陳代謝を

６）インフラメンテナンスによる価値創出を

７）インフラメンテナンスの海外展開を

⼟⽊学会声明2021

インフラメンテナンスの変⾰に向けて今後進めるべき具体的⽅策

国を挙げて取り組むべき⽅策
１）契約制度の抜本的変⾰
２）新技術開発の促進と社会実装の推進
３）「インフラ総合診療医」の新規資格制度創設を含めた育成体制の確⽴

⼟⽊学会が取り組む⽅策
１）インフラメンテナンスのための教材開発
２）地⽅インフラを対象とした情報発信・共有の場の創出
３）インフラメンテナンスの優れた取組みの顕彰
４）インフラパートナー制度を活⽤した１億総インフラサポーター化
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JSCE 2021 研究討論会

インフラメンテナンスの更なる展開
他分野との連携を通じて描く未来︓

メンテを通じて何するの︖

9⽉7⽇（⽕）13:00-15:00

インフラメンテナンス総合委員会

JSCE 2021 研究討論会

本研究討論会では、JSCE2020プロジェクト（インフラメン
テナンス）と総合委員会での活動状況ならびに⼟⽊学会声明
の概要を紹介するとともに、今後インフラメンテナンスの変
⾰のために不可⽋な「連携」と「⽬指すべき未来」に着⽬し、
⼟⽊の中に限らず、他分野でのインフラメンテナンスに関す
る最新の取組み状況を紹介して頂く。

これらを踏まえて、インフラメンテナンスのさらなる展開の
ための今後の課題や連携のあり⽅について議論を深め、未来
社会の実現に向けたシナリオを⽰す。

インフラメンテナンスの更なる展開
他分野との連携を通じて描く未来︓メンテを通じて何するの︖

- 9 -



JSCE 2021 研究討論会

インフラメンテナンスの更なる展開
他分野との連携を通じて描く未来︓メンテを通じて何するの︖

【パネリスト】

岩波 光保（東京⼯業⼤学、メンテ総合委員会・幹事⻑）

⽊村 康博（国⼟交通省 総合政策局 公共事業企画調整課）

植野 芳彦（富⼭市・政策参与）

吉⽥ 典明（インフラメンテナンス国⺠会議・実⾏委員）

廣瀬 壮⼀（東京⼯業⼤学、⽇本⾮破壊検査協会）

JSCE 2021 研究討論会

インフラメンテナンスの更なる展開
他分野との連携を通じて描く未来︓メンテを通じて何するの︖

【総合討論（予定）】

論点①
メンテナンスを通じて何を⽬指すか︖
達成すべきインフラの未来とは︖

論点②
未来へのシナリオのために
各々の連携の必要性について
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総 括
何するの︖① → ⽬指す未来の具現化
 描くことができれば、そこからバックキャストしてなすべき

課題を抽出し、それを実⾏、というのが理想形

その⼀⽅で
 課題先進国としての「今」を⾒つめて、やらなければならな

い課題を克服（ヒト・モノ・カネ、地域格差、国際貢献）
 ⽼朽化／防災に対するレジリエント、脱炭素など、新たに直

⾯する課題への対応

何するの︖② → 連携の推進と⾏動
 少なくとも従来の「⼟⽊」だけでは解決不可能
 ⽇本としての未来ビジョンに基づく様々な連携と対話
 そのための⼟⽊学会の役割とは︖

聴講者からのコメント
技術者が誇りを持てるような⾼い理想と硬い⾜元が欲しいですね。そのためにはど
のような都市をどのようなインフラで⽀えるのかというこれからのシナリオが重要
だと思います。時に⼼優しき悪代官が必要なのかもしれません。

ブレードランナーにおける⽇本の存在感はどこに⾏ったのでしょう︖

インフラトリアージの壁は，税⾦への対価としてサービスを受けて当然という意識
が少なからずあろうかと思います．住⺠が⾃分の所属する⾃治体の直⾯した状況を，
⾃分の問題として意識していくことが⼀つのキーポイントかと思いますが，そうい
う意識改⾰においては植野さんのような⾃治体職員さんが住⺠説明会で踏ん張られ
る以外に，期待できる⽅法は他にないのでしょうか︖合意形成というのであれば，
代表者である政治家が未来の夢を語り，合意形成の担い⼿として機能してくれない
のかと思ったりしますが，いかがでしょうか．

「今」と「未来」だけではなく「過去」もつないでおくべきではありませんか︖

今ある⽣活を守ること、今できることを将来も続けること、さらなる便利さを追い
求めること、本当に必要なのかと思います。⼤きな津波に抵抗するような⾼い堤防
を築くこと、⼈⼝が減少するから⾃動化すること等々、そういう考え⽅は好きでは
ありません。どういう未来を創造すべきなのか、考えないといけないのでしょう。
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インフラメンテナンスに関する最近の問題意識

©IMC

第6次科学技術・イノベーション基本計画 2021年3⽉26⽇閣議

24
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©IMC

25

Society 5.0 とは

©IMC

26

サイバー空間とフィジカル空間の⾼度な融合
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©IMC

27
https://www.gov-online.go.jp/cam/s5/

SDGs への貢献と Society 5.0 としての対応

SDGs 実現のための我が国の柱

１．Society 5.0 の推進
２．地⽅創⽣
３．次世代・⼥性のエンパワーメント

SDGs 実現のための我が国の柱

１．Society 5.0 の推進
２．地⽅創⽣
３．次世代・⼥性のエンパワーメント

©IMC

28

Society 5.0 における建設の役割

内閣府 Society 5.0 URL動画「未来社会」動画1（6分53秒、キャプチャー）
URL（https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/）

Society 5.0 が描く未来社会には
無意識のうちに「スマートなインフラ」
が描かれている

Society 5.0 が描く未来社会には
無意識のうちに「スマートなインフラ」
が描かれている

スマートなインフラ
未来社会に応える、⽼朽化してい
ないインフラ

スマートなインフラ
未来社会に応える、⽼朽化してい
ないインフラ
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©IMC

2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成⻑戦略 2020年12⽉25⽇閣議

重要分野の整理図

29

©IMC

30

建設におけるカーボンニュートラルの推進

To Achieve global Carbon Neutrality - Dynamic Innovation
COP26での⽇本政府のPV（https://www.youtube.com/watch?v=jdZiz-Egt9g）

⿅島建設「CO2-SUICOM」

カーボンニュートラル、グリーンイノベー
ションで期待されている未来のキーテ
クノロジーとして、インフラを構成する
新技術の開発が進みつつある

カーボンニュートラル、グリーンイノベー
ションで期待されている未来のキーテ
クノロジーとして、インフラを構成する
新技術の開発が進みつつある
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©IMC

31

インフラに関する地域格差 「1つの橋を⽀える⼈⼝」

わが国の基礎⾃治体は、どれだけのインフラを管理して、どれくらいの⼈⼝で⽀えているか︖

⾃治体が管理する
橋梁を対象に分析

1つの橋を⽀える⼈⼝ 【1橋⼈⼝】

多い →  負担が軽い
少ない →  負担が重い

©IMC

32

全 国 東 北 地 ⽅

⼈⼝
（２０１７国勢調査） 約１億２７００万 ⼈ 約８９８ 万⼈

管理橋梁数
（都道府県・市町村管理） 約６６万 橋 約６万７０００橋

１橋を⽀える⼈⼝ １９２ ⼈／橋 １３４ ⼈／橋

最⼤ ／ 最⼩ ３,３００ ⼈／橋
（東京都）

５１ ⼈／橋
（島根県）

【橋梁数】 各県道路メンテナンス会議・公表情報より
【⼈⼝】 ⽇本国勢調査（2017年度）より

インフラに関する地域格差 「1つの橋を⽀える⼈⼝」

65倍の格差

17倍の格差
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©IMC

33

1. 我が国は１つの橋を１９２⼈で⽀えている
2. 地⽅，⾃治体で整理すると，かなりの地域格差が露呈
3. 就労⼈⼝や納税額で精査すると、更に格差は拡⼤することが推察
4. 全てのインフラを対象とした場合、さらに厳しい状況が推察

【懸念事項】
この実状を地⽅⾃治体は認識しているか︖
海外と⽐べてどうか︖

無駄なインフラが多すぎるという意味ではなく、このような実態を踏まえた
取組みが極めて重要であるということ

本件は、2019年の内閣官房「産官協議会（インフラ）」でも報告

インフラに関する地域格差 「1つの橋を⽀える⼈⼝」

©IMC

インフラ投資法案
Infrastructure investment bill
（超党派、2021年11⽉15⽇成⽴）

 ⽶国では1兆ドル（約114兆円）規模の超党派イ
ンフラ投資法案が11⽉15⽇に成⽴。

 古くなったインフラを刷新するほか、⾼速通信網
を整備する計画。

 スタートアップなどの最新テクノロジーを活⽤す
る好機としても位置付けられる。

 橋やトンネルなどのインフラのみを対象とするの
ではなく、⾼速通信網や公共交通機関、送電網な
ど4つの分野についても融合させた投資を実施し、
投資法案⾃体は「呼び⽔」

34

⽶国におけるインフラ投資の動向

https://english.kyodonews.net/news/2021/11/23106a45a193‐biden‐signs‐into‐law‐1‐trillion‐infrastructure‐investment‐bill.html
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未来社会の実現に向けて

https://toyotatimes.jp/
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将来の⽬指す姿（NEXCO東⽇本）

©IMC

38

国交省・社整審・技術部会

第26回技術部会（2021/9/22）資料（https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s103_gijutsu01.html）
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©IMC

39

ムーンショット型研究開発制度（2019年〜）

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/bunkakai.pdf

2040年までに・・・建設⼯事は完全⾃動化

©IMC

40

スマートインフラ

（⽼朽化への対応）＋（災害への備え）
＋（未来への対応）

少⼦⾼齢化、温暖化などに加え、SDGsをはじめとするグ
ローバルな社会課題や、DX、CNの推進にも対応し得る、
レジリエントでサスティナブルなインフラ

スマートインフラの考え⽅（私案）
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©IMC

41

「未来」に到達するための「バックキャスト」の⽅法論

未来のまち

未来の建設技術

未来のインフラ
（スマートインフラ）

©IMC
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「未来」に到達するための「バックキャスト」の⽅法論

- 21 -



©IMC
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「未来」に到達するための「バックキャスト」の⽅法論

（東北⼤学IMCパンフレットより）

©IMC

44

「未来」に到達するための「バックキャスト」の⽅法論

- 22 -



©IMC

45

「未来」に到達するための「バックキャスト」の⽅法論

©IMC

46

総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）
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©IMC

47

PRISM公表資料（レポート）より

©IMC

48

次期SIPに関する公表資料より（2021年12⽉24⽇ 内閣府）
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©IMC

49

次期SIPに関する公表資料より（2021年12⽉24⽇ 内閣府）

⽬指す未来像

©IMC

50

次期SIP RFI結果の整理資料より

- 25 -



©IMC

51

次期SIPについて

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20220527sip_pd.html

©IMC

52

https://www8.cao.go.jp/cstp/stmain/20220527sip_pd.htmchrome‐

今後ともご⽀援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます

次期SIPについて

- 26 -
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